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５. 事業の進ちょくの見込み  

 

福田川
ふくだがわ

は、事業区間 2,400m のうち、新庄川
しんじょうがわ

合流点から苗代橋
なわしろばし

下流までの約 1,120m の区

間の河床掘削
かしょうくっさく

、築堤
ちくてい

及び橋 梁
きょうりょう

の架替が完了している。 

平成 30 年度までの進め方については、引き続き上流に向かって改修を進め、苗代橋から

下岡橋
しもおかばし

までの改修を行う予定である。 

新庄川は、福田川合流点から中田橋
なかたばし

下流までの約1,310mの河床掘削、築堤及び橋梁の架替

が完了している。 

平成 30 年度までの進め方については、引き続き上流に向かって改修を進め、中田橋から

中ノ堂橋
なかのどうばし

までの改修を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 今後の予定 
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６. コスト縮減や代替案立案等の可能性等 

 

（１）コスト縮減の取り組み 

河川改修により発生する掘削土は、埋め戻しや築堤
ちくてい

への再利用、公共工事間流用を行うな

ど、処分土量の低減を図る。また、堰
せき

や橋 梁
きょうりょう

の改築にあたり、統廃合を実施し、コスト縮

減に努める。 

 

（２）代替案について 

本事業については、現在、河道改修により、福田川
ふくだがわ

本川は、新庄川
しんじょうがわ

合流点から苗代橋
なわしろばし

下

流までが既成しており、支川の新庄川は、福田川合流点から中田橋
なかたばし

下流までが概成している。 

以下の表に示すとおり、コスト、社会的影響等を考慮した結果、現計画が最も現実可能性

が高く、地元住民との合意を得ていることもあり、現計画を採用している。 

表 7 代替案の比較 

案 河道改修（現計画） 河道改修+ダム 河道改修+放水路 

概要 

   

治水 

対策の 

概要 

流出量のすべてを河道で

流下させる案 

上流にダムを整備して流量

を低減させ、残りを河道で流

下させる案 

新庄川から福田川へ分流す

る放水路を整備し、残りを

河道で流下させる案 

利点と 

問題点 

・治水効果を早期に発現す

ることが可能で、河川改

修の進展とともに浸水

被害が軽減される。 

・他の案に比べ経済的であ

る。 

・現況より河床を大きく掘

り下げ、河床高の変化量

が大きく、生態系への配

慮が必要。 

・河川改修規模を縮小するこ

とができる。 

・水需要対策を併せたダムと

すれば効率的だが、治水対

策のみでは経済的ではな

い。 

・ダムによる湛水域が生じる

ことで、現計画に比べ環境

への配慮が必要。 

・放水路より下流の新庄川

の改修が不要となる。 

・福田川の改修が完了する

まで、放水路の効果が発

現しない。 

・放水路位置における道路

横断などに課題がある。 

・新庄川の流量減少による

河川環境への配慮が必

要。 
概算 

事業費 
約105億円 約130億円 約120億円 

判定 ○ × × 

※将来計画（1/30）における比較検討による 
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７. 良好な環境の形成及び保全 

 

（１）流域の自然の現状 

福田川
ふくだがわ

及び支川の新庄川
しんじょうがわ

とも河川整備計画
かせんせいびけいかく

の整備区間は、土羽
ど は

構造で改修され、水際付

近にはヨシなどの湿性植物の群落が生息している。また、流域には、ギフチョウやオオムラ

サキなどの昆虫、ハヤブサ、オオタカ、クマタカなどの鳥類、アカザ、メダカ、ゴクラクハ

ゼなど多くの魚類が生息している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自然環境への配慮 

多種多様な鳥類、魚類が確認されていることから、改修後も動植物の生息・生育の場とし

ての良好な自然環境を保全する必要がある。 

・河道拡幅
かどうかくふく

及び河床掘削
かしょうくっさく

を行う場合、現況表土を利用する等、現状の自然環境を守り、生態

系を壊さないよう配慮する。 

・現在のみお筋の形状や瀬や淵の環境を極力保全することにより、生物の生息・生育・繁殖

環境に配慮する。 

・堰
せき

の改築にあたっては、魚類等の縦断的連続性を確保するため、魚道の設置等を行う。 

 

（３）生活環境への配慮 

工事実施に伴い発生する建設廃棄物の低減に努める。住宅に近接している箇所においては、

工事中の騒音・振動への配慮を行う。 

・掘削発生土は、極力埋戻しや築堤
ちくてい

に再利用し、処分する建設廃棄物の低減を図る。 

・工事にあたっては、低騒音・低振動型の建設機械を採用する。 

 

（４）地域個性・文化環境への配慮 

福田川は、リバーウォッチング等のイベントが行われるなど、自然に接するための貴重な

水辺空間となっている。また、地域の特性や住民のニーズを反映した河川整備を目指し、地

ギフチョウ 

（府・準絶滅危惧種、 

環・絶滅危惧II類） 

ハヤブサ 

（府・絶滅危惧種、 

環・絶滅危惧II類）

アカザ 

（府・絶滅危惧種、 

環・絶滅危惧II類）
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域住民が親しみやすく、周辺の景観にあわせた水と緑の潤いある河川環境の創出が求められ

ている。 

・今後も環境学習等の場として積極的に活用されるように、安全で豊かな水辺空間の創出・

保全に努める。 

・2割の緩勾配の土羽
ど は

構造とすることで、河川環境に配慮した自然植生の回復を図る。 
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８. 総合評価 

 

本事業は、過去からたびたび浸水被害にみまわれてきた沿川住民の安全・安心を確保する

根幹的な事業である。また、網野町の市街地周辺が丹後の中核として栄える中で、福田川流

域は、豊かな水と土地を地域にもたらすなど地域の社会、経済、文化の基盤を成しており、

沿川の周辺環境と調和した水辺空間の整備には大きな期待が寄せられていることから、本事

業を継続する必要がある。 
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■費用便益分析結果総括表 

事業名 福田川広域河川改修事業 

事業所管課 河川課 

１．算出条件 

算出根拠 治水経済調査マニュアル(平成17 年 4 月) 

基準年 ２０１３年(平成２５年) 

事業着手年 ２００６年(平成１８年) 

事業完了予定年 ２０３５年(平成４７年) 

便益算定対象期間 供用後５０年 

２．費用 

 事業費 維持管理費 合計 

単純合計 74.9 24.6 99.5 

基準年における 

現在価値(Ｃ) 
62.0 7.2 69.2 

※事業費、維持管理費の内訳は別紙のとおり 

３．便益 

検討期間の総便益 

(単純合計) 
374.2 

基準年における 

現在価値(Ｃ) 
113.5 

４．費用便益分析比 

Ｂ／Ｃ 113.5／69.2 1.6 

（単位：億円）

（単位：億円）
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●費用の内訳 

１．事業費 

 単純合計 現在価値 

本工事費 13.5  

付帯工事費 19.3  

用地・補償費 17.0  

間接費 9.8  

工事諸費 12.0  

その他 3.3  

合計 74.9 62.0 

２．維持管理費 

 単純合計 現在価値 

維持・補修費(施設の補修・更新費用) 24.6  

合計 24.6 7.2 

３．総費用 

 単純合計 現在価値 

合計 99.5 69.2 

●便益の内訳 

 単純合計 現在価値 

被
害
額 

一般資産被害額 13.9  

農作物被害額 0.2  

公共土木施設被害額 23.6  

間接被害額 0.5  

合計 38.2  

被害軽減便益 5.6  

純便益 合計 374.2 112.2 

残存価値 － 1.3 

合計(B) － 113.5 

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）
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参考資料：用語集 

 

（１）C.C.Z.（コースタル・コミュニティ・ゾーン）の整備 

国土の整備、保全を図るとともに、人々が海と親しみ、また、集い憩える海浜地域を整備

することを目的とし、海岸事業、公園事業など各種所管公共事業を連携して実施することを

C.C.Z.（コースタル・コミュニティ・ゾーン）の整備といいます。 

 

（２）洪水調節 

ダム等の施設により洪水を一時的に貯留し、下流の流量を低減することで、下流の被害軽

減を図ることを洪水調節といいます。ダムによる洪水調節効果は、ダムの直下流で最も高く、

下流に向かうほど、支川等の流入により洪水調節効果は低減します。 

 

（３）河川整備基本方針 

河川計画の基本となるもので、水系ごとに治水、利水、環境の観点から将来の河川のある

べき姿や河川整備の方針を定めるものです。 

 

（４）河川整備計画 

河川整備基本方針に基づき、今後20～30年間の具体的な河川整備の目標及びその内容を定

めるものです。河川整備計画の策定にあたっては、河川に関する学識経験を有する者の意見

を聞くための委員会を設置し、また、住民や地方公共団体の長からの意見を聴取しました。 

 

（５）洪水到達時間 

洪水到達時間とは、流域の最遠点に降った雨がその流域の基準点に達するまでに要する時

間であり、河川ごとに流路の延長や河床勾配が異なるため、洪水到達時間は異なります。 

 

（６）河道拡幅
かどうかくふく

 

川の幅を広げ、洪水が流れる面積を広くし、より多くの洪水が流せるようにすることを河

道拡幅といいます。 
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（７）河床掘削
かしょうくっさく

 

洪水時の川の水位を低下させるため、川底を掘り下げたり高水敷
こうすいじき

を掘削したりすることを

河床掘削といいます。 

 

 

 

 

 

（８）築堤
ちくてい

 

堤防を築造することを築堤といいます。 

 

 

 

 

（９）土羽
ど は

 

盛土のり面のことを土羽といいます。 

 

（１０）みお筋 

河道の最も水深の深いところで、平常時に水が流れているところをみお筋といいます。 

 

（１１）水防警報河川 

洪水により河川の水位が上昇した場合に水位情報を提供して、水防管理者の水防活動に指

針を与えるため、水防法により指定した河川を水防警報河川といいます。 

 

（１２）水位周知河川 

避難の一つの目安となる特別警戒水位を定め、洪水により河川の水位がこれに到達した時

にその旨を一般住民へ周知するため、水防法により指定した河川を水位周知河川といいます。 
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（１３）瀬 

川の流れのなかで、水深が浅く水面が波立っ

て流れるところを瀬といいます。瀬には流れの

緩い平瀬と、淵に落ち込む流れの速い早瀬があ

ります。 

 

（１４）淵 

川の流れのなかで、水深が深くよどんでいる

ところを淵といいます。 

 

（１５）湛水域
たんすいいき

 

堰
せき

などの河川を横断して一定の水位を確保している施設により、水位が維持されている上

限区間までを湛水域といいます。 

 

（１６）魚道 

魚などが上下流に上り下りできるように、

河川を横断して設置される堰などに作られ

た水路などの施設を魚道といいます。 

 

 

 

 

魚道 

出典：国土交通省河川局ホームページ

宇川の魚道（京丹後市丹後町） 


